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◆メッセージ  

今朝
け さ

、目
め

がさめたとき、どんな気持
き も

ちがしたでしょうか？ 「よし。新
あたら

しい一日
いちにち

が始
はじ

まったぞ」でしょうか。

それとも「やれやれ、また一日
いちにち

が始
はじ

まった。面倒
めんどう

くさいな」でしょうか。それでは今夜
こんや

、どんな気持
き も

ちで床
とこ

につ

くでしょうか。「きょうもいい一日
いちにち

だった」でしょうか。それとも「いいことなんか何
なに

もなかった。イヤな一日
いちにち

だ

った」でしょうか。同じ一日
いちにち

を過
す

ごしても、ずいぶん違
ちが

った一日
いちにち

です。嬉
うれ

しい一日
いちにち

か、それとも面倒
めんどう

くさい

一日
いちにち

か。ずいぶん違
ちが

います。 

神
かみ

さまは、楽
たの

しく喜
よろこ

んで過
す

ごすようにと、きょうという一日
いちにち

を与
あた

えてくださいました。きょうという一日
いちにち

は、神
かみ

さまからいただいた素晴
す ば

らしいプレゼントです。それは、自分
じぶん

に与
あた

えられた大
たい

切
せつ

な一日
いちにち

です。だから自由
じゆう

に何
なん

でもすることができます。嬉
うれ

しいことです。けれども好
す

き勝手
かって

なことをして、あとで「もっとこうしておけば

よかった」と後悔
こうかい

するのでは残念
ざんねん

です。嬉
うれ

しい一日
いちにち

を過
す

ごすためには、神
かみ

さまといっしょに歩
あゆ

もうとすること

が大事
だいじ

です。神
かみ

さまがいっしょなら、小
ちい

さくても素晴
す ば

らしい一日
いちにち

になるでしょう。 

忘
わす

れてはならないのは、私たちはいつか死
し

ぬということです。死
し

ぬ

までにどれくらいたくさんの一日
いちにち

が与
あた

えられるのでしょうか。私
わたし

たちにはわかりません。自分
じぶん

の一 生
いっしょう

は長
なが

いのか、それとも短
みじか

いの

か。私
わたし

たちにはわかりません。だから、一日
いちにち

一日
いちにち

を、大切
たいせつ

に生
い

き

ることです。そのためには神
かみ

さまといっしょに歩
あゆ

むこと。それは神
かみ

さ

まからの語
かた

りかけを聞
き

くことです。聖書
せいしょ

のみことばを心
こころ

に覚
おぼ

える

ことです。そうすると、心
こころ

は神
かみ

さまの知恵
ち え

でいっぱいになります。

きょう一日
いちにち

の辛
つら

いことや、悔
くや

しいことに負
ま

けることはありません。いっしょにいる神
かみ

さまが、心
こころ

に知恵
ち え

を与
あた

え

てくださいますから、どうしたらいいのか分
わ

かるからです。みことばを心
こころ

にとめて神
かみ

さまの語
かた

りかけを聞
き

く人
ひと

は、「よし。新
あたら

しい一日
いちにち

が始
はじ

まった」と元気
げんき

に一日
いちにち

を始
はじ

められます。そして「きょうもいい一日
いちにち

だった」と

感謝
かんしゃ

して、一日
いちにち

を閉
と

じることができます。みことばを心
こころ

にとめる人
ひと

は、そういう嬉
うれ

しい毎日
まいにち

を過
す

ごすことがで

きます。 

◆お祈り 

「今日
きょう

という大切
たいせつ

な一日
いちにち

を感謝
かんしゃ

します。今日
きょう

も、神
かみ

さまの知恵
ち え

を与
あた

えてください。」  

                                 （下北沢聖書教会牧師 山口譲） 

それゆえ、私
わたし

たちに自分
じぶん

の日
ひ

を正
ただ

しく数
かぞ

えることを教
おし

えてください。 

そうして私
わたし

たちに知恵
ち え

の心
こころ

を得
え

させてください。                   詩篇
しへん

９０篇
へん

１２節
せつ

 

 


